
キーワード：

Keywords:

日本東北地方南部の地殻の三次元比抵抗構造

A three-dimensional crustal electrical resistivity model beneath

southern Tohoku district, NE Japan
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　Hasegawa et al. (2005)は、地震学および測地学的データを基に、典型的な東北地方の島弧横断の地殻断面

モデルを提案し、そのモデルでは、島弧中央の奥羽脊梁下の下部地殻にマグマ・地殻流体の貯留体の存在が示

唆されている。最近、Uyeshima et al. (2016)は新潟県阿賀野市―福島県いわき市を横切る二次元比抵抗構造

モデルを推定し、そのモデルでは、脊梁下だけでなく、前弧と背弧下の下部地殻にも低比抵抗体が推定され

た。特に前弧の低比抵抗体は、東北地方太平洋沖地震後に活発化したいわき市の群発地震震源域のほぼ直下に

位置している。一方Uyeshima et al. (2016)の測線からほぼ平行に約50 km北の測線での二次元比抵抗モデルで

も、脊梁と背弧下の下部地殻に顕著な低比抵抗体が示唆された（本山 他, 2018 JpGU）。しかし、前弧下の下

部地殻には低比抵抗体は推定されていない。これまでの比抵抗構造モデルは殆どが2次元モデルに限られてい

る為、本研究では、過去に東北地方の南部で取得されている電磁場データをコンパイルし、特に前弧と背弧下

の下部地殻に注目しながら、三次元比抵抗構造モデルを推定した。 

 

 

 

　コンパイルしたデータは観測点全118点の電磁場データで、BIRRP (Chave and Thomson, 2004)と

Phoenix社SSMT2000プログラムを用いて、全てのMT応答関数と地磁気変換関数を再解析した。Phase tensor

(Caldwell et al., 2004) の行列式の平方根、Φ2の空間分布をみると、探査領域の北部の背弧側と、南部の前弧

および脊梁の周期10 –100秒で高い値が見られた。得られた応答関数をWSINV3D_MPI (Siripunvaraporn & 

Egbert, 2009)でインバージョンを行った。MTデータのみを用いたモデルでは、蔵王山付近の東西断面を見る

と、背弧の地殻深部から奥羽脊梁下の近く浅部にかけての低比抵抗体がみられる。一方、前弧の地殻には、低

比抵抗体は見られない。深さ22.5 kmの平面図でみると、探査領域北部の背弧から南部の脊梁にかけて比抵抗

体が分布している。現在MTデータと地磁気変換関数のの両者を用いた計算を行っており、その結果と議論につ

いて発表する予定である。
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